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令和７年度の開始に伴いご

あいさつを申し上げます。 

日頃より、沖縄県身体障害

者社会参加推進センターの事

業推進に対しまして、多大な

るご理解とご協力を賜り心か

ら感謝申し上げます。 

当協議会におきましては、

障害のある人のニーズに即した多様な暮らしの実

現に向け、各種の事業を通して地域や関係団体と

連携しながら障害者の社会参加と自立生活の促進

に取り組んでいます。 

昨今の私たちの社会においては、インクルーシ

ブ社会の実現に向けた取り組みが進み始めてお

り、障害者が地域社会で共に生活し、活動できる

環境づくりが求められています。このような中「改

正障害者差別解消法」が施行され、障害者に対す

る差別を解消するための具体的な措置が求められ

るようになりました。社会をより良くするために

は、私たち一人ひとりが意識を高め、理解を深め

ることが大切です。 

当センターにおいては、障害者の社会参加を推

進するため、関係団体等と連携を取りながら、諸

施策の充実、スポーツや文化芸術活動を通した組

織強化・育成を図り、障害福祉のさらなる向上を目

指して取り組んでまいります。 

結びに、今後の障害福祉の発展と皆様のご健勝

を祈念申し上げ、ごあいさつといたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年５月３１日（土）、沖縄県総合福祉セ

ンター内にて、令和７年度公益社団法人沖縄県手

をつなぐ育成会定期総会を開催しました。 

 今総会は、定款の変更と役員改選が議題として

あるために、定款に基づいた議決人数の確認後、

冒頭に田中理事長より、公益法人制度の改正等の

説明が行われ議題に入りました。 

 総会では、決算報告後の監査報告時に、県育成

会活動にご尽力を頂いた具志堅勇監事の訃報報告

もありました。続いて執行部より各議題の説明が

行なわれた後に、会場や事前に送付しておいた質

問状による回答に応えながら、総会が進行されま

した。 

 今年度は、会員の皆様のご協力の下で、１０月

に開催される九州沖縄大会を成功させねばなりま

せん。 

 さらに、全国的な課題である高齢化による会員

数の減少問題や、監査所見や会場よりご指摘を受

けた運営資金の圧迫による厳しい運営状況は、私

たち県育成会の存続が危ぶまれる喫緊の課題であ

り、その原因追及やそれを打破する試みは新役員

に託されております。 

 障がい者への差別や虐待問題に真摯に取り組

み、障がいのある人の命の尊厳、人権擁護や活躍

できる社会環境づくりなど、共生社会の実現に向

けて、総会で頂いたご意見やご指摘を真摯に受け

とり、今後の活動に邁進してまいります。 

ご あ い さ つ 
沖縄県障害者社会参加推進協議会 会長 山城充正 

沖縄県手をつなぐ育成会 
令和７年度定期総会 
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令 和 ６ 年 度 

沖縄県障害者社会参加推進センター 事業報告 
 

【社会参加支援】 

１．沖縄県障害者社会参加推進センター運営 

障害者が自立した生活を営むことができるよう、

障害の有無にかかわらず安心して暮らすことができ

る地域社会の実現に寄与することを目的として、県

及び市町村地域生活支援事業の実施・協力、各種

団体の活動支援を実施した。 
 
(１)沖縄県社会参加推進協議会及び専門部会 

 センター事業の企画立案等のため、行政機関、 

身体、知的及び精神障害者団体により構成する協 

議会を実施した。 
 

(２)障害者１１０番事業 

 障害者及びその家族等の抱える人権問題及び生

活支援等の各種相談に専任相談員が対応するとと

もに必要に応じて専門機関を紹介した。 
 

【日常生活支援】 

１．音声機能障害者発声訓練 

疾病等により喉頭を摘 

出し、音声機能を喪失し

た方々向けに、食道発声

訓練等を毎月 4~5 回行い

述べ 330 名が参加。 

 

２．オストメイト社会適応訓練 

            病気や障害が原因でス 

トーマを増設した方々向 

けに毎月、北中南部それ 

ぞれの地区で装具の取扱 

い等について学んだ。延 

べ 224 名が参加。 

 

【芸術文化活動】 

１．第６４回沖縄県身体障害者福祉展 

令和６年１２月３日（火）～８日（日）、うる

ま市あまわりパーク歴史文化施設にて、芸術作品

２８８点の展示を行なった。来場者は４６６名。 

令和７年３月２７日（木）からバーチャル展も

公開、オンラインで作品を鑑賞できるようにした。 

 

 

 

 

 

 沖福連の就労支援事業所「て

るしのワークセンター」のロゴか

ら、かわいい癒しキャラが生ま

れました！ 右の、太陽をモチ

ーフにしたロゴは、てるしのの利用者さんがデザイ

ンして、これまで親しまれてきています。 

 子どもたちにも親しみやすいキャラクターを通し

て、ふんわりと、メンタルヘルスや

共生社会について一緒に考えてい

ければと思っています。 

（「てるしのくんのまんが」は沖福

連の広報紙「にぬふぁぶし」にて、

不定期掲載予定です） 

 

 

沖縄県精神保健福祉会連合会 
「てるしのくん」をどうぞよろしく！ 

てるしのくんのまんが 

ＬＩＮＥスタンプできました 

・40種類セット 

・120円（50コイン） 
 

「てるしのワークセンター」

で検索してみてください！ 
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 令和７年６月２７日

（金）に北中城村の中

城公園で開催されまし

た『Ｂ型グルメフェス』

に沖縄はり・灸・あん摩

マッサージセンターの

メンバー３人で参加しました。 

このイベントは就労継続支援Ｂ型事業所『ワーカ

ーズホーム」さんが主催し、障がいのあるなしに関

わらず販売する人も購入する人も主役になって安

心して参加できるイベントとして開かれました。 

販売以外にも体験ブース、ワークショップがあ

り、私たちはマッサージを提供するブースで参加し

ました。１０分５００円で椅子に腰かけて肩や

首、腕を中心とした施術を施しコリや疲れを和らげ

ました。 

とても暑い中だったので、冷たいタオルで首元を

冷やしたり、氷水に足をつけてもらったりと工夫を

凝らしながら、マッサージを受けて頂きました。 

参加したメンバーは「とても暑かった！普段はベッ

ドに横になってもらい施術を行っているので、座っ

た体制での施術は少し大変だった」と話していまし

たが、「マッサージを受けて気持ち良かった」とい

うお客様の声や表情を受け、こういう場所で参加

できてよかったと思いました。このイベントに来て

くださったお客様がセンターにも足を運んでくれ

て、イベントで営業へ繋げた経験になりました。   

今後はもう少し涼しい時期に屋内でのイベントに

どんどん参加し、他の事業所の活動の様子を知

り、また自分たちのことを知って頂く機会にしたい

と思いました。 

 

 

 

 令和７年６月１４日（土）～１５

日（日）、北海道札幌市 札幌市教

育文化会館 を会場に、標記大会が

開催され、沖縄県支部からも参加し

ました。 

 今大会では従来の分科会の形はと

らず、コロ、イレ、ウロ、ダブルの種別を問わず

『日本オストミー協会について』皆で一緒に語り合

う形で、各支部の課題や成功例を共有する場とな

りました。その中では… 

 

①『社会適応訓練』の名称を変えた方が良い。オス 

トメイトが社会に適応できていないマイナスのイ 

メージ。 

②会員獲得には、病院内におけるストーマ相談窓 

口が必要。オストミー協会の活動を支援しやすく 

するために、WOC ナースに病院との関係融和を 

図ってもらう必要がある。 

③サロン活動を広げて対面活動で隅々まで広報を 

行うことが重要。 

④装具の購入について、災害を見据えて居住地以 

外の販売店も利用し、購入履歴を残しておくとい 

う考え。 

⑤装具購入にかかる費用負担が大きい。装具代が 

無ければ趣味や旅行もできると考えたら気持ち 

が落ち込む／社会での生きにくさを実感する場 

面。医療用具は国で送料無料にできないか。 

 

などの発言・意見がありました。 

 

 各支部ひいては日本オストミー協会の課題として

『会員の高齢化／若年層の入会』『給付金の増額』

という点が、あいさつの中や懇親会でも話題として

挙がりました。これらは沖縄県支部でも同様に課題

として捉えており、その対策が望まれます。また、

会場内にて閲覧できた各支部の会報誌の中には、

沖縄県支部の活動に活かせるものもあり、私たち

が目指したい団体の姿も見えてきました。 

 沖縄県から一番遠い北海道での大会でしたが、

北海道支部の皆さんの誘導・案内をはじめとするご

協力のもとスムーズな大会参加となりました。ご関

係者の皆さま、ありがとうございました。 

沖縄県視覚障害者福祉協会 
B 型グルメフェス参加 

(公社)日本オストミー協会 沖縄県支部 
第３７回全国大会（北海道）参加の報告 
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喉頭がん、咽頭がん、舌がん、食道がん、甲状

腺がん等による喉頭全摘者で音声機能障がいの方を

対象に「発声訓練・個人指導等」を行っています。 

開催日時 開催場所 

毎週土曜日 

（14:00～16:00） 

サン・アビリティーズうらそえ 

（浦添市宮城４－１１－１） 
 

 食道発声・EL 発声・シャント発声の３つの発声方

法の紹介や会場地図、その他の問合せはホームペ

ージをご覧いただくか（右下のＱＲコードの読取りをお

願いします）、下記への連絡をお願いします。 

 

【問い合わせ先】 

・社会福祉法人 沖縄県身体障害者福祉協会 

TEL：098-851-3455  

FAX：098-851-3855 

携帯：090-8294-2290（比嘉） 

Ｅ-ｍａｉｌ：taiki10@okisin.jp 

 

 

 

 

 令和７年５月１７日（土）、沖縄県総合福祉セ

ンターにてオストメイト研修会を開催しました。第１

部では沖縄県立中部病院から皮膚・排泄ケア認定看

護師の伊禮徹氏より『日常生活を快適に過ごすスト

ーマケア』をテーマに、ストーマ周囲の皮膚のスキ

ンケアを中心に講演いただきました。当事者の皆さ

んには、それぞれの生活の中で身に付けた洗浄法

がありますが、もう一度基本に立ち返ることで皮膚

トラブルが発生しないように気を付けましょうという

喚起が行なわれました。 

 第２部では浦添総合病院から消化器病センター 

外科下部消化管外科部長の佐村博範氏をお招きし

『ストーマに関するあれこれ』をテーマに、ストーマ

の種類や合併症・ストーマトラブル、手術の方法な

どを、実際の手術映像も流しながら講演いただきま

した。また、当事者が声をあげること・当事者同士

がつながることの重要性

も述べられ、社会に対し

良い意味で“圧力”をかけ

られるようになってくださ

いと伝えていました。 

 

 

 

令和７年７月６日（日）イオンモールライカム 

３階のステージエアーにて『デフリピックピック応

援イベント in おきなわ』が開催され、沢山の来場

者にデフリンピックをＰＲしました。 

デフアスリート３名によるトークショーは、世界

大会に参加した経験や、一般のスポーツとデフス

ポーツの違いを説明。手話言語体験コーナーはデ

フスポーツを手話で紹介しました。パネル・バナ

ー・動画の展示もあり、特に大会で使用されるメダ

ルはとても人気で人だかりが絶えませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同時に全国キャラバン活動も行われ、鹿児島港

からフェリーで那覇港に到着したピンク色のキャラ

バンカーで、沖縄ろう学校・那覇みらい支援学校・

沖縄県身体障害者福祉協会を訪問、さらに北部の

名護を経由して遠く国頭村まで走り、沖縄本島一

周巡回行動で数多くの県民にデフリンピックをＰＲ

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月１５日（土）～２６日（水）に

かけて、東京２０２５デフリンピックが開催されま

す。日本代表として出場するデフアスリートたちの

応援をよろしくお願いします。 

沖縄県聴覚障害者協会 
東京 2025 デフリピックピック応援イベント in おきなわ 

沖縄県友声会ホームページ 

音声機能障害者発声訓練及び個人指導・相談（発声塾） 

沖 縄 県 友 声 会 

令和７年度 オストメイト研修会 
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 令和７年７月１日（火）、今帰仁村の民生委員

(２０名)に向けて難聴者への【聞こえの配慮とコミ

ュニケーション】のテーマで講演を行ないました。 

 私たちの団体は名称にもあるように『耳マーク』

の普及を目指すことが目的になりますが実際に耳

マークを提示すると、大きな声で怒鳴られる、補聴

器を付けている耳元に大きな声で話される、人と

接すると朝から晩まで怒鳴られてばかり、怒鳴られ

ても聞き取れない…怖いので、コミュニケーション

を諦めて閉じこもりがちになるというケースも少な

くありません。そのため耳マークを使いたがらない

難聴者もいることに気が付きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 難聴者からのニーズと聞こえの配慮の勘違いが

起こすミスマッチを取り除く必要があり、それは認

知症のリスクを下げることにもつながります。 

 また、北部地区医師会病院における聞こえの配

慮の実例を示し、環境整備が整えば安心して耳マ

ークを使うこと（＝難聴者の社会参加）ができるこ

とを伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さらに補聴器の機能について話し、上記の難聴

者に伝わる話し方を説明・実習を行ないました。 

講話の後、家族内の難聴トラブルに“ウチアタ

イ”している人も見られ、予定時間が延びるほど話

は尽きませんでした。 

難聴者（聴覚障害者）及び、障害者という枠組

みのない高齢難聴者たちが置かれている状況に気

づいてもらえれば良いなと思いました。 

 

 

 
 

【今ピアサポーターは必要とされていますか？】 
 

この質問に答える前に、以前私が経験したことを

お話しします。 

当時２０歳になった S さんは中学生の頃に脳腫

瘍を発症し、それを取り除くための手術をしました

が、術後の後遺症として左の片麻痺と視力を失って

しまいました。その後「これからの人生をどうした

らよいか」という相談を私が受けました。私は S さ

んが社会とのつながりを持つために点字を学ぶよう

に提案し、S さんは半年近くで点字の読み書きがで

きるようになりました。S さんは沖縄盲学校高等部

へ進学し保健理療科を卒業、あん摩マッサージ指

圧師の免許を取得して、３５年余り県内の各地で

働きました。 

沖縄県には、１４６万を越す人々が住んでいま

す。そのうちの５～６％は身体障害を持つ方々だ

と言われ、その数は年々増加傾向にあります。一

方、県内の福祉施設や教育機関を、それらの人々

が活用できているかと言えば必ずしもそうではな

いようです。 

例えば視覚障害者は増えてきているが、沖縄盲

学校へ入学者は少なくなっています。これは全国

的な傾向でもあります。様々な要因があると思い

ますが、主な原因の一つとして考えられるのは【障

害者になる年齢が高齢化している】ことが関係して

いるではないでしょうか。病気や事故で障害者に

なったとしても、先ほどの S さんのように若ければ

もう一度人生をリセットしてやり直そうと踏み出す

勇気も湧いてくるかもしれません。ですが、５０

～６０歳と年齢を重ねたあとでは、人生をやり直

すことは難しく感じ、地域社会とのつながりが希薄

になることもあり得ます。 

しかし、そのような困難な状況にあっても社会復

帰を果たし、新たな道を切り開いた方々も大勢い

ます。これらの方々の貴重な実体験は今人生の半

ばで障害を負って悩み苦しみを抱えている人にとっ

て当事者の声として響き、いくらかの勇気や励まし

を与えることに繋がるのではないでしょうか。そう

考えると、やはり各地域に住むピ

アサポーターの働きは欠かせない

ものであり、必要な存在と言える

のではないでしょうか。 

耳マーク 

沖縄県身体障害者相談員連絡協議会 
ピアサポーターの必要性を考える 

なきじん村耳マーク普及会 
今帰仁村の民生委員への講話 
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 令和７年６月１８日

（水）、南風原町立中

央公民館を会場に標記

会議を開催しました。 

 前半には当協会が主

催となる事業の計画を伝え、また、その時点で終

了した事業については報告を行ないました。 

 後半は、今回のメインテーマである【身体障害者

相談員】について話し合いました。 

 沖縄県における身体障害者相談員は、平成２４

年 4 月に県から市町村にその業務を移行した際に

ほとんどの市町村が相談員を置かなかった（施設・

事業所に専門員がいる等の理由）ことから、その

数を１０人以下にまで激減させました。同時に沖

縄県身体障害者相談員連絡協議会の活動も低迷す

ることになりました。 

 このような中、市町村身障協の会長の中に身体

障害者相談員に関心を持つ方が増えてきた現状が

あり、その想いや関心を持つに至った経緯を聞くこ

とから始め、“県時代”に活動されていた方の話

や、現在市町村からの委嘱はないが相談員活動を

されている方の話しを聞き、身体障害者相談員と

して活動するためのノウハウを学んでいきました。 

 

 

 

 

 各々ができる形で、身体障害者相談員として活

動していることもあるが、沖縄県身体障害者相談

員連絡協議会には属していないこともあり、協議

会を盛り上げていくための基盤作りとしても、身体

障害者相談員の活動が広がっていくことを期待し、

今回の会議を終了しました。 

 

 

 

 

 令和７年６月２２日（日）、金武町屋内運動場

を会場に第３回目となる【みやらびカップ】モルック

大会を開催し、今回は全５６チーム（内、健常者

８チーム）の申込がありました。 

この大会は障害者と健常者が一緒に競技に臨む

ことを目標としていて、健常者のみのチームには相

手チームの状況に応じて身体機能の“バランス調整

（椅座位やアイマスクの使用を求める等）”を行な

うことが特徴です。 

 予選は４チーム×１４コ

ートに分かれ行ないまし

た。競技開始の合図ととも

に、会場内に響くモルック

棒が命中する音と歓声！

皆さんが競技を楽しんでいる様子を見ると主催冥利

に尽きます。 

 決勝トーナメントは各コートの１位及び敗者復活

枠／くじびき２枠の全１６チームで争いますが、こ

のくじびきで地元金武町からエントリーしたチーム

を２つ引くというミラクルが起きました。決勝トー

ナメントにもなると、皆さん点数の取り方も上手に

なり高得点を連発しますが、人工芝の跳ねるコート

の影響で目標点である５０点超えることもしばし

ば。今回の優勝は金武町身体障害者福祉協会『ジ

ャボチカバ』チーム！なんと２年連続の敗者復活枠

からの優勝となりました。この素晴らしい成績にこ

の日一番の盛り上がりを見せ閉会しました。 

令和７年度 

第１回市町村身体障害者協会長会議 

令和７年度 

【みやらびカップ】 モルック大会 

第３９号 経営理念  一、利用者本位  一、社会貢献  一、責任と実行 

 

 

 

 

― 沖 縄 県 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 ― 

おきしんきょう通信
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令 和 ６ 年 度 

沖縄県身体障害者福祉協会 事業報告  

当協会は、誰もが安心して暮らすことのできる

共生社会の実現のため、「心のバリアフリー」の啓

発・広報活動に取り組みました。 

特に、ちゃんぷる～Ｐａｒａフェスタ２０２４

は、障害の有無に関わらず広い世代が誰でも参加

できるイベントとして、パラスポーツ体験やステー

ジイベント出演・出展販売を行い、６３２名の参集

のもと盛会裏に終えました。 

日常生活又は社会生活上の支援を必要とする県

民に対し、地域社会に貢献する取組・地域社会貢

献事業に努め、令和６年度事業を実施しました。 

 

 

令 和 ６ 年 度 

沖縄県身体障害者福祉協会 決算報告 

(自)令和６年４月１日 (至)令和７年３月３１日（単位：円） 

 

貸 借 対 照 表 

借  方 貸  方 

流動資産 120,423,623 流動負債 56,845,026 

固定資産 775,712,030 固定負債 99,971,120 

    基本金 46,762,127 

    国庫補助金等特別積立金 358,551,192 

    その他の積立金 122,500,000 

    次期繰越活動増減差額 211,506,188 

計 896,135,653 計 896,135,653 

 
資 金 収 支 計 算 書 

支  出 収   入 

事業活動支出 498,066,110 事業活動収入 487,896,440 

施設整備等支出 7,256,200 施設整備等収入 108,680 

その他の活動支出 2,245,160 その他の活動収入 8,625,884 

当期末支払資金残高 81,271,031 前期末支払資金残高 92,207,497 

        

計 588,838,501 計 588,838,501 

 
事 業 活 動 計 算 書 

費  用 収   益 

サービス活動費用 512,483,762 サービス活動収益 485,361,465 

サービス活動外費用 1,443,948 サービス活動外収益 2,534,975 

特別費用 7 特別収益 265,000 

その他の積立金積立額 0 前期繰越活動増減差額  229,072,465 

次期繰越活動増減差額 211,506,188 その他の積立金取崩額  8,200,000 

      

計 725,433,905 計 725,433,905 

 
財 産 目 録 

資産・負債の内訳 

資産の部 金額 負債の部 金額 

流動資産 120,423,623 流動負債 56,845,026 

固定資産 775,712,030 固定負債 99,971,120 

        

    負債合計 156,816,146 

資産合計 896,135,653 差引純資産 739,319,507 

 

※ 紙面の都合により、決算額(大区分)のみの掲載とさせて

いただいております。詳細につきましてはホームページよ

り閲覧可能となっていますのでご確認ください。 

【  】 

市町村身体障害者協会長会議 

【  】 

第 20 回沖縄県身体障害者ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ｺﾞﾙﾌ大会 

【  】 

第５７回沖縄県身体障害者福祉大会 
（うるま市開催） 

モルック教室への講師派遣 

【  】 

【 沖縄県身体障害者スポーツ振興事業 】 

ちゃんぷる～Para フェスタ２０２４ 令和６年度沖縄県身体障害者ボッチャ教室 

第６０回 沖縄県身体障害者スポーツ大会（本大会・水泳） 
 

第３５回九州身体障害者福祉大会 
（宮崎県）派遣 

第１７回九州身体障害者 
グラウンド・ゴルフ大会（熊本県）派遣 

【 いきいき長寿センター助成金事業 】 
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令和７年７月１３日（日）、沖縄県総合運動公

園レクリエーションドームを会場に、沖縄県障がい

者フィールドスポーツ開催事業として標記大会を開

催しました。今回は２８チーム、１２２名の参加

があり、ドーム内に設営された４コースを使い、競

技に挑みました。暑い中の大会になりましたが、

その暑さにも負

けない白熱した

姿が見られまし

た。今大会の

結果は以下の

通りです。 

 

【       団体の部       】 

優 勝：チームぎのわん 

   （宜野湾市身体障がい者福祉協会） 

準優勝：うるま市身体障がい者協会 A チーム 

３ 位：沖聴協 高齢部 A チーム 

【         個人の部         】 

優勝：宮里正則(沖縄市障がい者福祉協会) 28 打 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 初優勝となった『チームぎのわん』は、令和８年

度開催の九州身体障害者グラウンド・ゴルフ大会

（北九州市）への派遣となります。個人の部で優

勝の宮里正則さんは、２度のホールインワンを出

すなどの勝負強さを見せ、個人戦の接戦を勝ち取

りました。 

今年も７月開催で非常に暑い中の大会となりま

したが、熱中症対策を行な

いながら、沖縄県グラウン

ド・ゴルフ協会・学生ボラン

ティアの皆さんのご協力の

もと、無事に全日程を終え

ることが出来ました。 

 

 

 

令和７年１０月に滋賀県で開催される第２４回

全国障害者スポーツ大会の九州代表を決めるため

の予選会（団体競技）が九州各県で行われ，３障

害５競技６チームの沖縄県代表を派遣しました。 

バスケットボール競技（知的の部・女子）が優勝し

全国大会の出場権を獲得しております。 
 
■（精神）バレーボール／北九州市 

４月１９日(土)１回戦敗退 (参加８チーム) 
 
■（身体）車いすバスケットボール／北九州市 

６月７日(土) ８日(日) 準優勝(参加９チーム) 
 
■（知的）サッカー／沖縄県総合運動公園 

４月１９日(土) ２０日(日) ３位(参加６チーム) 

 

 

 

 

 
 
■（知的）ソフトボール／長崎県 

５月１８日(日) ３位（参加４チーム） 
 
■（知的）バスケットボール／大分県 

６月７日(土) ８日(日) 

男子：１回戦敗退 

(参加８チーム) 

女子：優勝 

(参加６チーム) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，チーム同士の情報交換や連携強化を図る

ため，初の試みとして「団体競技担当者連絡会」を

開催しました。各予選会に関する情報や練習状況

などお互いに知れる場とな

り，実りある時間でした。

今後も年１回集まる機会

を創出していく予定です。 

 

第２４回全国障害者スポーツ大会 

『わた SHIGA輝く障スポ』九州ブロック地区予選会 

       

       

第２１回 

沖縄県身体障害者グラウンド・ゴルフ大会 
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令和７年５月２６日（月）～３０日（金）、西

原町町民交流センター町民広場を会場に、毎年開

催している沖縄県身体障害者福祉展の企画展とし

て標記展示会を行ないました。 

例年、沖縄県身体障害者福祉展に出展いただい

ている８団体に声をかけて、みんなで作り上げる

展示会にすることを目標に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 陶芸、粘土細工、ちぎり絵、イラスト、クラフト

バッグ、写真、工作など、団体ごとに特色のある

作品が並び来場者を楽しませました。また、見学

者だけでなく、作品を作った本人の来場も多く、自

分の作った作品が飾ら

れている様子に照れる

ような、しみじみとし

たような、それでも誇

らしくみえた表情が印

象的でした。 

 ほかにも、自分たちも作品飾りたかったよ～！と

いう声もあり、皆さんが作品展示の場を求めてい

ること、小規模でも良いので作品展示の機会を創

出することが大事であると感じました。 

 また、本展示会では糸満市身体障害者協会の作

品である『花器』に、北中城村身体障害者協会の

作品である『粘土細工の花』を活けた、団体を越え

たコラボ作品も展示しました。この作品につきまし

ては展示会終了後、隣接

する西原町役場の受付近

くに飾られることになりま

した。 

 なお、今年度の沖縄県

身体障害者福祉展は１１

月に開催予定です。 

 

 

 

令和７年６月１１日（水）～６月２２日（木）

に『第７０回 日本身体障害者福祉大会 かながわ

大会】が開催されました。６年ぶりの大会開催とい

う事もあり各都道府県から大勢の方の参加があ

り、沖縄からは７名が参加しました。福祉大会は

スローガンである、 

 

・日身連及び加盟団体の強化を図ろう 

・障碍者権利条約総括所見を踏まえた地域共生社

会を実現させよう 

 

の２本の柱のもと進行され、大会宣言や大会決議

も無事に採択されました。 

表彰においては当協会の評議員でもあり、八重

瀬町身体障害者協会の活動にご尽力いただいた八

重瀬町社会福祉協議会の石川健 氏が表彰されま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会後はミニツアーなるものを企画して横浜・箱

根観光を楽しみました。 

次年度は宮城県仙台市での開催予定となってお

ります。多くの皆様にご参加いただけるよう取り組

んでまいりますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

ひ ろ が る き ぼ う 展 
（ 沖縄県身体障害者福祉展の企画展 ） 

第７０回 
日本身体障害者福祉大会 
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・令和７年３月２３日、国際空手道連盟極真会館 

沖縄県支部様より、金 50,000 円の御寄付があり

ました。 

・令和７年６月６日、有限会社 具志頭給油所様よ

り、金 500,000 円の御寄付がありました。 

皆さまからいただいたご浄財は、身体障害者福

祉の向上のため有効に使わせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月１日より改正労働安全衛生規則が

施行され、熱中症対策の強化が行われています。 

熱中症の疑いがある場合は、すぐに周囲の人へ

伝えて下さい。また、＃７１１９等を活用するな

ど、安易な判断は避け、専門機関や医療機関に相

談し、専門家の指示を仰ぐようにしましょう。※当

協会の主催するスポーツイベントに参加の場合

は、運営スタッフや看護師にお声掛けください。 

 

 

★地域身障協や関係団体のご紹介★ 

 今回は、市町村身障協の中でも指折りのハル 

サー 金城会長が率いる南風原町の紹介です☺ 
 

【 南風原町身体障害者福祉会 】 

（金城 則文 会長） 

 
【会員数】３４名（令和６年度数） 

【活動紹介】 

 ・南風原町身体障害者福祉会大会 

 

 

 

 

 

 

 ・ふれあいの広場（カラオケ等の交流） 

 ・障がい者スポレク交流  ・ボウリング大会 

 ・グラウンド・ゴルフ大会の開催 

 ・ピクニック  ・忘年会  ・観月会 

 

 

 

 

 

 ・沖縄県身体障害者スポーツ大会への参加 

 ・南部地区リーダー研修会への参加 

  

【一言コメント】 

 コロナ以降、行事の参加人数が減っています。

どんな障害を持っていても参加できる・楽しめる

行事を開催していますので、新規さんも含めて

皆さん遠慮なくご参加ください(*´▽｀*) 
 

【問い合わせ】 

住所：南風原町字宮平６９７－１０ 

南風原町総合保健福祉防災センター内 

 TEL：０９８－８８９－３２１３ 
 
※その他の市町村身体障害者協会へ連絡を取りたい！ 

と思う方は、沖縄県身体障害者福祉協会へお気軽に 

お問い合わせください！お待ちしてます！ 

TEL：098-851-3455 FAX：098-851-3855 

MAIL：okisin.sub@gmail.com 

 

わ っ た ー し ん か ぬ ち ゃ ー 

※熱中症にご注意を※ 

ご寄付をいただきました 


